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２月１１日、象潟公民館でパラリンピックアイス

ホッケー銀メダリスト上原大祐氏によるオンライン

講演が行われました。障がいという逆境の中で、自

ら変えていく力「チェンジはチャレンジからしか生

まれない」と、自身の経験を熱く語りました。また、

秋田県ボッチャ協会によるボッチャ指導研修や本市

の地域おこし協力隊で障がい者スポーツ指導員の小

林裕高さんによる牽引式車いす補助具ＪＩＮＲＩＫＩの体

験など、パラスポーツに触れた１日となりました。　

・自分の人生に悲観しない生き方、前向きな考え方や行動に感動。
・一人のために何ができるか？この考え方が大切だと感じた。
・車いす補助具は今まで車いすで避難する現場で使用するものだ
　と思っていたが、自己選択・決定がある話が聞けて良かった。

・リベリアでも男女の社会参画が重視されていることが分かった。
・違いや共通点を知ることが大切だと思った。手紙を通して交流をしてみたい。
・初めてリベリアの方々と顔を見て交流でき、学校や生徒の様子を見ることができた。
・リベリア式応援「クワクワエー！」で盛り上がった。今回のような対話のある交流
　事業をしていきたい。
・もっと英語を聞き取れるようにがんばろうと思った。貴重な体験ありがとうござい
　ます。
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主任研究員  岸本 誠司

鳥海山・飛島ジオパーク
推進協議会

鳥海山・飛島ジオパークリレーコラム
～日本海と大地がつくる水と命の循環～

   　　　オパークは世界遺産と同

　　　じユネスコ（国際連合教

育科学文化機関）の正式事業だ

ということをご存じでしょうか。

両者を比較して「世界遺産は資

源が主役、ジオパークは人が主

役」と言われることがあります。

「ジオパークは人が主役」と言

われる所以は、ジオパークには

地球科学的に価値ある遺産を守りながら、持続可

能な社会に貢献する活動が求められるからです。

そのためジオパークには、４年に１度の再認定審

査が行われています。

　鳥海山・飛島ジオパークでは多くの人がつなが

り、地域の価値を高めながらさまざまな活動が行

われています。その代表が鳥海山・飛島ジオパーク

認定ガイドの皆さんです。現在、この地域には６８

人の認定ガイドが活躍しています。ジオサイトと

いわれるジオパークの見どころを楽しくガイドす

るほか、保全活動や社会教育・学校教育の現場で

も活躍されています。高いトレーニングを積んだ

ジオパークガイドには多面的な役割が期待されて

いて、その活躍はジオパークネットワークからも

高く評価されています。

２０２１年度は新規にガイド養成講座をスタートさ

せる予定です。皆さんもジオパークガイドとして

人と地球の関

わりの大切さ

を伝える活動

に参加してみ

ませんか？

ｖｏｌ.７５
『ジオパークガイドは地球の案内人』

ジ
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※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。
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▲ジオツアーを楽しむ修学旅行生
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リベリアの高校生とホストタウンサポーターによる
　公開オンライントークinにかほっと

２月１１日、にかほっとで公開オンライントークが行われ、仁賀保高

校と由利高校の生徒たちや市民の方々が参加しました。リベリアからは

２校の高校が参加し、お互いが質問するたびに文化の違いを実感する生

徒たちの姿が見られるなか、仁賀保高校の生徒たちはリベリアのメジャ

ーな応援スタイルを披露し会場を盛り上げました。

　　　　また、有志による皆さんがスティーブンスさんと一緒にリベリ

　　　ア国歌を斉唱するなど、会場はリベリア一色に染まりました。

▲上原氏の講演を聞くスポーツ推進委員の皆さん

▲牽引式車いす補助具JINRIKI

　について説明する小林さん

▲リベリアの応援を披露した仁賀保高校の生徒

▲由利高校の生徒と通訳の亀崎さん

参加者の参加者の

声
参加者の

声

参加者の参加者の
声
参加者の
声


